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(百万円未満切捨て)

１. 2024年６月期第１四半期の業績（2023年７月１日～2023年９月30日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年６月期第１四半期 4,400 24.1 414 176.3 413 179.1 309 193.9

2023年６月期第１四半期 3,545 8.9 150 △17.0 148 △20.7 105 △14.1
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年６月期第１四半期 44.37 ―

2023年６月期第１四半期 15.10 ―

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年６月期第１四半期 14,238 8,473 59.5

2023年６月期 13,814 8,289 60.0

(参考)自己資本 2024年６月期第１四半期 8,473 百万円 2023年６月期 8,289 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年６月期 ― 14.00 ― 18.00 32.00

2024年６月期 ―

2024年６月期(予想) 19.00 ― 19.00 38.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2024年６月期の業績予想（2023年７月１日～2024年６月30日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 8,900 13.5 600 19.0 601 15.4 408 15.9 58.56

通期 17,800 10.0 1,200 15.5 1,202 13.3 815 1.6 116.98

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年６月期１Ｑ 6,967,500株 2023年６月期 6,967,500株

② 期末自己株式数 2024年６月期１Ｑ 240株 2023年６月期 240株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年６月期１Ｑ 6,967,260株 2023年６月期１Ｑ 6,967,295株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績の見通し等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが「５類感染症」へ

移行されたことで、社会・経済活動の正常化が一段と進展し、外出需要が回復するなど個人消費は穏やかな回復傾

向となりました。一方で、地政学リスクの長期化と、それに伴う原材料・エネルギー価格の高騰、為替相場の変動

に伴う物価上昇圧力の強まりによる消費の下振れリスクなど、景気の先行きについては依然として不透明な状況と

なっております。

　当社が属します食品製造業におきましても同様に、主原料の大豆や油脂、包材などの原材料価格の高騰に加え、

都市ガス、電気などのエネルギーコストの上昇もあり厳しい経営環境が続いております。

　このような状況のもと、当社は価格改定をお願いするとともに、国内産大豆による高付加価値商品への切り替え

を進めてまいりました。また、価格改定を実施した後も同業他社の廃業等から販売数量は増加し、９月は単月では

ありますが、富士山麓工場が初めて利益を出すことが出来ました。

以上の結果、当第１四半期累計期間における業績は、売上高は4,400百万円と前年同期と比べ855百万円（24.1%）

の増加となりました。利益につきましても、売上高の増加と製造コストの低減や経費の削減などを図っていき、営

業利益は414百万円と前年同期と比べ264百万円（176.3%）の増益、経常利益は413百万円と前年同期と比べ265百万

円（179.1%）の増益、四半期純利益は309百万円と前年同期と比べ203百万円（193.9%）の増益となりました。

なお、当社は単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

（２）財政状態に関する説明

(資産の部)

当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較して424百万円増加し、14,238百万円となりま

した。

流動資産は、前事業年度末と比較して271百万円増加し、3,079百万円となりました。これは主に売掛金が589百

万円増加したこと等によるものです。

固定資産は、前事業年度末と比較して152百万円増加し、11,158百万円となりました。これは建設仮勘定が131

百万円増加したこと等によるものです。

(負債の部)

当第１四半期会計期間末における総負債は、前事業年度末と比較して240百万円増加し、5,765百万円となりま

した。

流動負債は、前事業年度末と比較して377百万円増加し、3,528百万円となりました。これは主に未払金が221百

万円増加したこと等によるものです。

固定負債は、前事業年度末と比較して136百万円減少し、2,236百万円となりました。これは主に長期借入金が

129百万円減少したこと等によるものです。

(純資産の部)

当第１四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末と比較して183百万円増加し、8,473百万円となりま

した。これは主に、利益剰余金が183百万円増加したこと等によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2023年８月９日の「2023年6月期 決算短信」で公表いたしました第２四半期累計期

間及び通期の業績予想に変更はありません。

　



株式会社やまみ(2820) 2024年６月期 第１四半期決算短信

3

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2023年６月30日)

当第１四半期会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 404,480 126,874

売掛金 1,944,119 2,533,373

商品及び製品 74,862 62,462

原材料及び貯蔵品 370,177 343,347

その他 14,275 13,648

流動資産合計 2,807,916 3,079,706

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,890,078 3,831,835

機械装置及び運搬具（純額） 4,730,828 4,809,670

土地 2,126,946 2,126,946

建設仮勘定 167,615 299,157

その他 22,709 23,869

有形固定資産合計 10,938,177 11,091,479

無形固定資産 5,361 4,631

投資その他の資産 62,684 62,581

固定資産合計 11,006,223 11,158,692

資産合計 13,814,140 14,238,398

負債の部

流動負債

買掛金 1,335,154 1,438,962

短期借入金 ― 100,000

1年内返済予定の長期借入金 502,846 488,417

未払金 687,384 908,677

未払法人税等 290,521 171,507

未払消費税等 11,819 25,036

賞与引当金 11,630 46,520

その他 311,789 349,454

流動負債合計 3,151,144 3,528,576

固定負債

長期借入金 1,854,323 1,724,485

リース債務 372,698 366,526

繰延税金負債 108,522 108,518

その他 37,827 36,933

固定負債合計 2,373,371 2,236,463

負債合計 5,524,515 5,765,039
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年６月30日)

当第１四半期会計期間
(2023年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,245,724 1,245,724

資本剰余金 1,218,724 1,218,724

利益剰余金 5,825,855 6,009,551

自己株式 △491 △443

株主資本合計 8,289,813 8,473,558

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △189 △199

評価・換算差額等合計 △189 △199

純資産合計 8,289,624 8,473,358

負債純資産合計 13,814,140 14,238,398
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2022年７月１日
　至 2022年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2023年７月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 3,545,526 4,400,725

売上原価 2,883,321 3,402,354

売上総利益 662,205 998,370

販売費及び一般管理費

荷造運賃 364,799 419,021

広告宣伝費 8,672 10,717

販売手数料 31,509 37,998

給料及び賞与 45,099 44,182

賞与引当金繰入額 3,600 5,130

減価償却費 695 526

その他 57,708 65,938

販売費及び一般管理費合計 512,084 583,515

営業利益 150,121 414,855

営業外収益

受取利息 1 2

助成金収入 1,087 882

自動販売機収入 1,130 1,166

スクラップ売却収入 861 666

その他 534 537

営業外収益合計 3,615 3,256

営業外費用

支払利息 5,473 4,671

その他 216 183

営業外費用合計 5,689 4,854

経常利益 148,047 413,256

特別利益

補助金収入 ― 54,767

新株予約権戻入益 9,398 ―

特別利益合計 9,398 54,767

税引前四半期純利益 157,445 468,024

法人税等 52,261 158,918

四半期純利益 105,184 309,106

　



株式会社やまみ(2820) 2024年６月期 第１四半期決算短信

6

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 （税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　


